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「奥尻島のイワガキ養殖」
奥尻島では、ひやま漁協青年部奥尻支部がイワガキ養
殖試験を行っています。今年７月には島の三大祭りの一
つである「室津祭り」で、そのイワガキが養殖物として
は道内で初めて販売され、好評を得ました。
この取り組みは、平成23年度に道総研栽培水試が行っ
たDNA鑑定の結果、島内にイワガキが分布しているこ
とが判明し、その親貝から採苗された人工種苗を、青年
部員が密度調整、原盤剥離、本養成方法の検討など試行
錯誤しつつ、４年の育成期間を経て販売にこぎつけたも
のです。
イワガキは夏に旬を迎えることから、島の観光シーズ
ンに向けた素材として注目されます。平成25年度から
は奥尻町あわび種苗育成センターでの採苗も成功してお
り、文字通り「奥尻島産岩牡蠣」として特産品に育て上
げることを目指して島内の取り組みが続いています。
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サロマ湖内でホタテ養殖業を営む
相田玲さんは現在38歳。両親と奥
様との４人家族です。地元の高校を
卒業後１年間札幌で学生生活を過ご
し、その後に常呂町へUターン。
20歳の時に父の背中を追い漁業の
道へと進みました。夏休みに出荷作
業を手伝っていた中学生の時には既
に、後継者としてホタテ養殖に携わ
ることを考えていたという相田さん
に、ホタテ養殖のスケジュールや技
術、漁業士として学んだことなどに
ついて話をうかがいました。

気を揉む採苗時期
相田さんは例年、４月中旬に養殖
施設を浮上させ、５月上旬まで分散
作業を行い、そこで採取された稚貝
を５月中旬に放流します。６月に採
苗器を入れラーバを採取。７月中は
湖の様子を見ながら浮力管理を施
し、８月に入ると稚貝の仮分散をし
ながら同時進行で３年貝を出荷しま
す。９月上旬から本分散を行い、そ
の後10月中旬まで約１ヶ月をかけ
て耳吊りした後、11月の上旬には
全ての作業を終了して施設を湖内に
沈め、資材のメンテナンスを行いな
がら翌春の浮上を待つというサイク
ルで稚貝生産と３年貝の出荷を並行
させています。今年の生産は昨冬の
爆弾低気圧に加え、夏場のサロマ湖
の表水水温が一時22℃に達するな
ど厳しい生育環境となりましたが、
相田さんは９月10日に無事、今年
度の本分散作業を終了しました。
採苗の時期は気が休まらないと言
う相田さん。「組合による事前調査
の結果を参考に採苗器を入れます
が、そこでラーバがしっかり付着す
るかどうかで我々養殖業者は１年の
全てが決まると言っても過言ではあ
りません。採苗が上手くいけばとり

あえず安心できます」と笑みを浮か
べます。

３年貝は８月に出荷 その理由
オホーツクの外海ホタテは稚貝放
流から採取まで概ね４年をかけて成
長を促しますが、サロマ湖内の養殖
ホタテは３年で外海ホタテとほぼ同
じ大きさにまで育ちます。「サロマ
湖内の栄養分が豊富なのかもしれま
せんが詳しい理由は解りません。外
海ホタテより成長が早いのは間違い
ありません」と相田さんは言いま
す。相田さんら養殖業者は、成貝用
と放流用で稚貝の育て方を変えてい
ます。「３年貝にするものは分散時
で殻長５㎝、外海放流用はそれより
若干小さめです。私は仮分散の際、
ポケット篭１段に450枚の貝を入
れたものを10段入れて育成し、秋
の分散時に成貝用は１段40枚、外
海放流用は１段100枚に枚数を減
らしています。」と育成法を教えて
くれました。篭１段に入れる育成用
の稚貝の枚数や成貝の出荷時期は経
営体の方針により異なるそうです。
「うちは１段40枚で育てた貝を８
月に出荷する体制を敷いています。
７〜８月に出荷される貝は主に加工
用です。同じ養殖業者でも、篭１段
に入れる枚数を30枚にしたうえで
12月まで育てて大きい貝柱のもの
を提供している経営体もあります。
ホタテは多種多様なユーザーニーズ
がある生産物ですが、ひとつの経営
体が用途の異なる貝を何種類も作る
必要はないです」と養殖業のあり方
を語ります。

謙虚な姿勢で日々勉強
ホタテが輸出商材として高値取引
されるようになり、生産者へのリタ

ーンも近年増えています。その中で
相田さんは「この世界に入って間も
なくホタテの値段の暴落に見舞わ
れ、一時期苦しい経営を強いられた
ことがありました。その時に挫け
ず我慢できたことが今につながっ
ていると思います。常呂ですらホタ
テ養殖から離れる人がいたくらいの
厳しい時代を若いうちに経験したこ
とで、決して良い時代が永続するわ
けではないという意識が芽生えまし
た」と気を引き締めています。漁業
士に認定され、別の浜の漁業者と
のつながりができたことにより視野
が拡がったと相田さんは言います。
「海の状況や流通形態など、自分た
ちを取り巻く環境は刻一刻と変わっ
ています。修行といいますか、日々
勉強が必要だという認識は常に持っ
ています」と語る相田さん。自らの
生産技術は父から学んだものをほぼ
そのまま踏襲していますが、青年部
の集まりや勉強会、あるいは他地区
の漁業者との関わりの中で聞く話の
中から良いと思ったことを取り入
れ、少しずつ改良を加えています。
約40名と多人数の常呂漁協青年部
の中で相田さんは前青年部長として
５年間を過ごし、現在も指導的な立
場にいます。「部員が集まると、生
産性を上げるにはどうすればいいの
かというような話が必ず出ます。み
んな熱心です」と眼を細める相田さ
ん。「とにかく今は目の前のことに
一生懸命取り組むことが大事。それ
が将来につながると思う」と、謙虚
な姿勢を貫きます。

漁業士発 アクアカルチャーロード

青年漁業士（常呂漁協）

相田　玲さん

豊饒のサロマ湖で
� 謙虚に日々学ぶ
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『大型マツカワ、投げ釣りでゲッ

ト!!』ある新聞に “座布団” を思わせ

るほどの大きなマツカワと釣り上げ

た男性の満面の笑顔が載せられてい

ました。天然資源が激減して一時は

絶滅が危惧されたマツカワですが、

長年取り組んできた栽培漁業の効果

によって資源回復の兆しが見えてき

たようです。

マツカワは、北海道や東北の太平

洋海域に生息する冷水性の大型カレ

イです。白身のわりに脂がのったそ

の味はヒラメを凌ぐと言われ、古

来、高級な刺身魚として市場で珍重

されてきました。また近年、北海道

ではマツカワをカレイの王様「王鰈

（おうちょう）」と名付け、その美味

しさを全国的に広めるべくPRして

います。グルメ王国・北海道の新し

い食のブランドとして大きな期待が

よせられています。

一方、絶滅に瀕した時期が長かっ

たこともあり、これまでマツカワを

対象とした生態調査は実施できず、

天然環境下での実態は謎に包まれて

いました。本稿では最近の研究で明

らかになったマツカワの産卵生態を

紹介し、その新知見をヒントにし

て、これからの栽培漁業の進め方に

ついて考えてみたいと思います。

１．マツカワ栽培漁業の歩み

始めに北海道におけるマツカワ栽

培漁業の歩みを

振り返ってみま

しょう。1970

年代の前半まで

北海道では、一

漁協あたり約

60tも水揚げさ

れるほどマツカ

ワの資源状態は

良好でした１）。

しかし、その後

漁獲量は急激に

減少し、1980

年以後は年間わずか数十kgに落ち

込みました。さらに1990年代にな

ると、マツカワ（天然魚）の漁獲は

全道で年間数尾ばかりと危機的な水

準に陥り、まさに『幻の魚』になっ

てしまいました。なぜ資源が激減し

たのかは明らかではありません。過

去の漁業状況を調査したところ、

1960〜1970年代にかけてマツカ

ワへの漁獲圧が特に高くなっていま

した２）。過剰な漁獲が続いたことが

資源激減の引き金になったのかもし

れません。

こうした背景の中、北海道ではマ

ツカワの資源復活を目指し、1990

年から人工種苗放流による資源増大

事業がスタートしました。わずかに

なった天然魚を親魚として種苗生産

の研究を進め、試験放流にも取り組

みました。そして2006年には伊達

市とえりも町に100万尾規模の種

苗量産施設（北海道栽培漁業センタ

ー）が整備され、放流数は飛躍的に

増加しました。現在はえりも以西太

平洋（津軽海峡〜襟裳岬）で年間約

120万尾、以東太平洋（襟裳岬東側

〜根室海峡）で約20万尾の種苗が

放流されています。こうした放流事

業の結果、放流魚の採捕によってマ

ツカワの漁獲はめざましく回復しま

した。わずか数十kgに落ち込んだ

漁獲量は放流数の増加に伴って徐々

に増え、2005年には17tとなりま

した（図１）。また大量放流事業の

開始後はさらに水揚げが増加し、

2010年には過去最高の178tに達

しました。天然資源が壊滅した状態

から種苗放流によって漁獲をここま

で引き上げた事例は世界的にも例が

ありません。栽培漁業の効果によっ

てマツカワは絶滅寸前から見事に復

活しました。

今月の
講　座

栽培漁業公社紙上大学栽培漁業公社紙上大学

「幻のカレイ・マツカワ」の産卵生態の解明と
� 新たな栽培漁業体系の構築を目指して

地方独立行政法人　北海道立総合研究機構　
釧路水産試験場�

� 主�査　萱��場��隆��昭

図１　北海道におけるマツカワ人工種苗の放流数と漁獲量の推移
（1987-2014年）
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２．資源再生に向けたアプローチ
－産卵生態の解明を目指して－

順調に進展しているマツカワ栽培

漁業ですが、今後、取り組むべき課

題とはなんでしょうか。絶滅寸前を

経験しているマツカワにおいて本格

的な資源回復を達成するには、今、

回復しつつある資源を定着させるこ

とが重要です。それには放流魚が天

然海域で成長して親魚となり卵を産

むこと、すなわち「再生産の成功」

が鍵になるでしょう。しかし、水揚

げが上向きになった現在でも漁獲物

はほぼ全て飼育痕跡がある人工放流

魚（人工種苗には体の裏側が黒く着

色したり、鰭の縞模様が消失する

等、天然発生個体と異なる形態的特

徴があります）であり、長年の種苗

放流にもかかわらず再生産の兆しは

未だみえていません。今のところ、

漁業生産は放流魚の一代回収によっ

て支えられていますが、水揚げを維

持するには高額の放流経費（年間

9.5千万円）が必要です。魚価低迷

や燃油高騰に困窮する北海道の漁業

者にとって放流経費の負担は深刻な

問題です。マツカワ栽培漁業を経済

的に成功させるためには、放流魚の

直接回収に併せて、爆発的な天然の

繁殖力を活用することも重要といえ

ます。したがって、今後は放流魚を

獲りつくすのではなく「産卵親魚を

効果的に保護し、自然繁殖を活性化

する栽培漁業」を確立していくこと

が必要です。そのためには、先ず、

放流後の生態、中

でも謎に包まれた

天然環境下での産

卵生態を解明する

ことが急務です

（図２）。

そこで、（地独）

北海道立総合研究

機構では、福島

県、長崎大学、

（独）水産総合研

究センター及び（公社）全国豊かな

海づくり推進協会と共同で、2010

〜2013年までの４年間、研究プロ

ジェクト『放流マツカワの産卵生態

解明と「産ませて獲る」を実践する

栽培漁業体系の確立（農林水産業・

食品産業科学技術研究推進事業：農

林水産技術会議）』を行いました。

このプロジェクトではマツカワが分

布する北海道、東北太平洋全域を対

象に広域的な標本成熟度調査やアー

カイバルタグを用いた放流追跡試験

を行い、成熟、産卵に伴う回遊経路

や産卵場を調べました。加えて、生

理学的研究によっていつ、どこで、

どれだけ産卵するかを解明し、自然

繁殖を活性化するには今後どのよう

な対策が必要か検討しました。次章

では、このプロジェクトを通して明

らかになったマツカワの産卵生態を

紹介します。

３．700kmの産卵大回遊!

「マツカワはいつ、どこで産卵す

るのか？」このプ

ロジェクトの最大

のテーマでした。

過去、産卵中のマ

ツカワを発見した

報告例はごくわず

かで、これによる

と「春から初夏に

北海道日高沖や釧

路沖で獲ったこと

がある」との事でした３）。飼育下で

の採卵シーズンは３〜４月なので、

おそらく天然海域でも春先に北海道

沿岸で産卵するのでは？と考えられ

ていました。しかし、漁獲データを

みると、産卵期と思われる２〜４月

は北海道近海でほとんどマツカワは

漁獲されておらず、本当に産卵場が

あるかどうか確証はありませんでし

た（図３）。

そこで、このプロジェクトではマ

ツカワの産卵海域を絞り込むため、

主生息域である北海道全域、そして

東北太平洋の主な魚市場を対象に広

域的な標本調査を実施しました。全

長30cm以上の成魚を周年採集して

生殖腺の発達過程を観察し、性成熟

に伴って分布域がどのように変化

するのかを調査しました４）。その結

果、４〜10月、卵巣が発達途上であ

る雌親魚は主に北海道の太平洋沿岸

に分布していました（図４①②）。

一方、11〜12月になり成熟がさら

に進行すると、分布域は東北海域へ

と広がり、１月には北海道沿岸に加

えて青森沖〜茨城県沖でも漁獲さ

れるようになりました（図４③）。

そして、産卵期である２〜３月にな

ると雌親魚は北海道沿岸から完全に

姿を消し、反して、福島県南部から

茨城県沖（常磐沖）に集積すること

が分かりました（図４④）。常磐沖

は古くから沖合底曳き網漁業の盛ん

な海域です。東日本大震災前は主に

福島県の漁船が操業しており、福島

図３　北海道におけるマツカワ月別漁獲量（1994〜2012年）

図２　マツカワ資源復活に向けた新たな課題：再生産の促進

栽培漁業公社紙上大学栽培漁業公社紙上大学
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県は北海道に次ぐ第２のマツカワ生

産地でした。興味深いことに、常磐

沖ではほぼ周年操業があるにもかか

わらず、マツカワが獲れるのは２〜

４月に限られていました（図５上）
５）。また、常磐沖で漁獲されるマツ

カワを詳しく調べたところ、（１）

雌（４〜６歳）は全て排卵直前〜排

卵中、雄（２〜４歳）は放精中の

成熟状態にあること（図５下）５）、

（２）北海道と異なり若齢の未成魚

は全く認められないこと５）、（３）体

内・体外標識の有無やマイクロサテ

ライトDNA解析の結果、常磐沖で

漁獲されるマツカワはほぼ全て北海

道放流群であること６）が判明しまし

た。これらの結果から、北海道沿岸

で成長・成熟したマツカワは12月

以後南下回遊し、２〜４月にかけて

常磐沖で産卵すると推察されます。

また面白いことに、常磐沖では産卵

や放精を完了した個体はほとんど認

められません。産卵を終えた親魚は

５〜６月にかけて北海道沿岸で顕著

に漁獲されることから、常磐沖で産

卵した後、速やかに北海道へ回帰す

ると考えられました（図４⑤）。す

なわち、マツカワは成育場である北

海道と産卵場である常磐沖の間を約

700kmも大回遊するのです。

４．産卵行動を探る―アーカイバル
タグを用いた標識放流調査―

標本調査からマツカワの産卵生態

がみえてきました。一方、こうした

解析は群れの動きを把握

する上で有効ですが、漁

獲データに基づいている

ためマツカワを獲る漁業

がない地域や時期におい

ては精度の低下が懸念さ

れます。また実際に常磐

沖まで回遊するのか、ま

た産卵後の動態について

も個体レベルで検証す

る必要がありました。そ

こで、漁獲データでは確

認できないこれらの疑問

点を明らかにするため、

このプロジェクトでは水

温及び深度データを継時

記録できるアーカイバルタグを用い

た放流追跡調査を実施しました。

先ず、産卵場への回遊を確かめる

ため、12月に北海道太平洋岸２か

所（豊頃町大津沖と苫小牧沖）から

成熟個体を放流しました（図６）。

加えて、産卵後の回帰性を調べるた

め、常磐沖で捕獲した産卵中の個体

にタグを付け、２月及び３月に福島

県南部沖から放流しました。これに

より操業状況に関わらず、放流魚が

産卵回遊の中で経験した環境条件を

把握することが可能です。

３年間で298尾放流したところ、

153尾を再捕することに成功しま

した。再捕場所や時期から移動特性

を解析した結果、北海道から放流し

図４　性成熟・産卵に伴うマツカワ雌の地理的分布位置の変化　Kayaba�et�al（2014）を改変

図５　2010年の福島県におけるマツカワ月別
漁獲量（上）と常磐沖に集積する産卵個体（下）

図６　アーカイバルタグを用いたマツカワの放流追跡調査における再捕状況

栽培漁業公社紙上大学栽培漁業公社紙上大学学
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た成熟魚は全て速やかに南下移動

し、２月中旬〜３月上旬にかけて産

卵場である常磐沖に到達することが

わかりました。また常磐沖から放流

した産卵魚は全て北上し、４月下旬

〜７月上旬に北海道の太平洋岸で産

卵を完了した状態で再捕されまし

た。これらの結果は漁業データから

推察した群れの動き（図４）と正確

に一致しています。マツカワが北海

道から東北へと卵回遊することは確

実といえるでしょう。

併せて、標識個体に装着したタグ

の記録データを解析した結果、親魚

が回遊移動する水深や産卵時に好む

水温帯、さらに一個体が産卵期中に

卵を放出する回数等、天然海域での

詳細な行動特性も見えてきました。

これらの知見は将来、産卵魚の保護

方策を検討する上で重要な情報で

す。現在も着々とデータ解析を進め

ているところです。

５．産卵場は常磐沖・水深約300m、
産卵盛期は３月上〜下旬

産卵場の規模や産卵期間を正確に

把握することはマツカワ資源を管理

する上でとても重要です。そこで、

東北南部で操業していた沖合底曳き

網の操業データを解析し、産卵海域

をさらに絞り込みました。その結

果、沖底漁船の操業は東北太平洋の

ほぼ全域で行われ

ていましたが、マ

ツカワが漁獲され

る海域は福島県南

端から犬吠埼ま

での水深250〜

350mの 限られ

た操業海区だけで

した（図７）５）。

従って、マツカワ

の産卵場は常磐

沖・水深約300m

の大陸棚斜面に形

成されると考えら

れます。

また、産卵魚の漁獲データを解析

し、産卵期間を推定しました。その

結果、常磐沖では産卵を開始した個

体が２月上旬から出現し、その割合

は３月にピークになった後、徐々に

減少して５月にはほぼ全ての個体が

産卵を終えました（産卵期間は２月

上旬〜４月下旬）４）。さらに、孕卵数

（一産卵期中に放出する総卵数）と

漁獲時の保有卵数との関係を解析し

た結果、産卵のピークは３月３日〜

28日と推定され、この約３週間が自

然繁殖するうえで極めて重要な時期

であることがわかりました（図８）。

マツカワと同様に、ババガレイも

産卵のため北海道と東北間を回遊

することが知られています７）。しか

し、ババガレイの場合、八戸から三

陸沖に大きな産卵場があるととも

に、北海道沿岸にも地域群の産卵場

が点在すると考えられています。こ

うした種と比べると、マツカワは極

めて限られた狭い範囲で産卵し、且

つ、産卵期間も短いことが明らかに

なりました。

では、なぜ、マツカワは遠く離れ

た常磐沖まで移動して産卵するので

しょうか？　今のところ、理由は明

らかにできていませんが、おそらく

産卵場の水温が関わっているのでは

ないかと考えられます。著者はこれ

まで飼育環境下でマツカワの産卵誘

導実験を行い、本種の産卵は水温に

よって強く制御されていることを解

明しました8,9）。それによると、産

卵を維持するには６℃前後がベスト

であり、３℃以下では排卵が起こり

図７　沖合底曳網の操業データから推定したマツカワの産卵場
Wada�et�al（2014）を改変

図８　生殖腺の解析結果から推定したマツカワの産卵盛期

図９　マツカワの産卵と水温の関係（Kayaba�et�al.,�2003）とマツカワの分布
海域における水温（2008年３月、水深200m:：気象庁ホームページより）
右図の赤丸は産卵海域を示す6
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にくく、また10℃以上になると産

卵が停止します。図９は３月の水深

200m帯の水温を示しています。

この時期、北海道近海の水温はマツ

カワが産卵するには低すぎるのに対

し、常磐沖は水温６〜８℃と最適で

す。アーカイバルタグの記録データ

からも産卵期間中、親魚はこの水温

帯に滞在することが確認されていま

す。冷涼な北海道から南下移動する

ことで親魚は緩やかな昇温を経験

し、それが刺激となって産卵の準備

が完了するだろうと考えられます。

また犬吠埼より南側は10℃以上と

水温が高く、産卵には不適です。そ

のため、産卵親魚は常磐沖に集積す

ることになり、結果として産卵場が

形成されるのではないでしょうか。

マツカワの繁殖メカニズムの完全解

明に向けて現在も研究中です。

６．これからのマツカワ栽培漁業
―産卵生態をヒントに―

これまでマツカワは北海道近海で

一生を終えると信じられていました

が、このプロジェクトを通し、実は

北海道、常磐間を産卵回遊する広域

回遊種であることがわかってきまし

た。この生態情報は今後の栽培漁

業を進める上で非常に大きな意味を

持ちます。例えば、北海道と東北に

分布するマツカワが同一群であるこ

とがわかったので、資源状態を正確

に解析・診断できるようになりまし

た。図10は生態情報に基づいて北海

道、東北海域全体を対象にマツカワ

の資源尾数を推定した結果です。大

規模放流を開始した2006年以後、

資源尾数が急増しており、種苗放流

の効果が確実に認められます。漁獲

率（資源尾数に対する漁獲尾数の割

合）は約45％と高く、放流魚の完全

回収を理想とする一代回収型の栽培

漁業としては概ね良好な状態です。

一方で、資源量は増えたものの、産

卵年齢に達した５歳魚の資源尾数は

未だ少なく、成魚になる前にかなり

獲られていることも伺えます。将来

的に自然繁殖による再生産を促すた

めには、産卵親魚の資源量を高める

取り組みが必要といえます。またマ

ツカワは限定された場所で産卵し、

且つ、産卵期間も短いことがわかり

ました。そのため、産卵海域での保

護措置も併せて考えると、より効果

的かもしれません。現在、種苗放流

や漁獲管理に関する取り組みは、主

に北海道単独で取り組まれています

が、将来的には北海道・東北に共通

する広域資源と捉えて栽培漁業の体

制づくりを検討することも大事な課

題ではないでしょうか。

７．最新トピック：
天然発生の兆し！

以上のように、近年の調査研究で

謎であったマツカワの産卵生態が明

確になりました。一方、常磐沖で産

まれた卵仔魚がどこに運ばれ、どの

ように育つのか、新規加入メカニズ

ムについてはまだ分かっていませ

ん。これらについては今後の重要な

研究課題になるでしょう。

嬉しいトピックとして、道東海域

の浜中湾（浜中町）で

継続的に実施してきた

マツカワ稚魚採集調

査（2003年〜）にお

いて、2012年に初め

て天然発生したマツカ

ワ０歳魚を発見しまし

た10）。その数は年々増

加傾向にあり、近年、自然繁殖でき

る環境が整いつつあると期待してい

ます（図11）。詳しい要因は未解明

ですが、大量放流事業の効果によっ

て徐々に産卵親魚数が増えてきたこ

と、また東日本大震災以後、東北南

部の漁業体制が大きく変化したこと

が関連しているのではないかと想像

しています。絶滅の危機に瀕したマ

ツカワが、人的介助（種苗放流）に

よって資源の再構築に成功し、そし

て、今、管理体制を整えることで自

立再生へ向け前進しています。幻の

カレイの完全復活に向けて、一歩一

歩着実に進行中です。
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図11　2013年７月に浜中湾で採集したマ
ツカワ天然稚魚

図10　北海道・東北海域におけるマツカワの年齢別資源尾数
（2002〜2011年）
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道総研水産研究本部（本部長・野俣洋中央水試場

長）は、８月４日午前10時から第２水産ビル８階会

議室で、平成27年度道総研水産研究本部成果発表

会を開催し、約270人の関係者が出席してホッケ、

ホタテ・シジミ、ウニ・ナマコ・ホヤ、サケなど４

セッションと一般発表を合わせ14本の口頭発表を

熱心に聞き、ポスター発表で直接、発表者から説明

を受けた。

開会に当たり、野俣本部長

が「道総研は平成22年から第

１期の５年間が経過し、４月か

ら第２期がスタートした。この

間、５つの研究部門が連携し、

毎年延べ100本以上の研究課

題に取り組んできた」と述べ、

第１期の主な研究成果と第２期

のテーマを説明した。それによると、まず「ホッケ

の資源管理」は2010年の資源加入が少なく、漁獲

量が激減したホッケを2012年から３年間の自主

規制（漁獲量・努力量の３割削減）を実施して資源

崩壊を食い止めた。しかし、依然、資源が低迷して

おり、引き続き自主規制の継続を提案している。そ

のほか「マナマコの資源管理システム」「ホッケの

高付加価値化（臭い対策）」「ホタテ貝の生産技術開

発」の成果を紹介した。第２期の取り組みとしては

水揚げの落ち込みが大きく、格差是正が必要な「日

本海漁業振興対策の支援」を優先的な課題に設定す

る。具体的には、ホッケ資源対策、トド対策、ブリ

対策など多岐にわたるが、特に二枚貝養殖開発の研

究は本部内にプロジェクトを設置し、アサリ、バカ

ガイの養殖技術開発に取り組むほか、漁港の養殖場

としての適性評価、担い手育成を含む。野俣本部長

は「アウトカム（成果）が一番大事で、成果に至っ

ていないものも多いが、実際に浜で活用され、生産

の安定に役立つよう皆さんの尽力をお願いする」と

挨拶した。

ホッケ、ホタテ、シジミ、ナマコ、サケなど
14課題を発表

さっそく発表に入り、ホッケセッションとして①

ホッケの誕生日を調べる！（稚内水試調査研究部・

鈴木祐太郎）②光センサーでホッケの脂の乗りをみ

る！（網走水試加工利用部・宮崎亜希子）。次にホタ

テ・シジミセッションとして③コップ一杯の水が語

る海の姿（中央水試資源管理部・嶋田宏）④黄金色

に輝く乾貝柱の高品質化を目指して（網走水試加工

利用部・清水茂雄）⑤身近に潜む謎の生物ヒトデの

生態を追う！（網走水試調査研究部・三好晃治）⑥

ヤマトシジミは冬に減耗する（さけます・内水面水

試内水面資源部・畑山誠）。午後からウニ・ナマコ・

ホヤセッションとして⑦道東海域および噴火湾での

新たな養殖漁業創出の試み（栽培水試調査研究部・

佐々木正義）⑧道東のナマコはいつ採卵できる？

（釧路水試調査研究部・近田靖子）⑨岩内海洋深層

水で美味しいウニをなが〜く味わう！（中央水試資

源管理部・奥村裕弥）。サケセッションとして⑩変

化する北海道のサケ（さけます・内水面水試さけま

す資源部・隼野寬史）⑪食われにくいサケ稚魚を育

てるために（さけます・内水面水試道東支場・虎尾

充）⑫どうして外来サケ科魚類のブラウントラウト

を駆除するの？（さけます・内水面水試内水面資源

部・工藤智）。一般発表として⑬生活史を通したシ

シャモの飼育に初めて成功しました。（栽培水試調

査研究部・石田良太郎）⑭知っていますか？北海道

にはニシンの「群れ」が、いくついるのか？（釧路

水試調査研究部・堀井貴司）が発表された。

第１期５年間の成果を確認し第２期のテーマに挑戦
日本海漁業振興の支援を優先課題に、浜に役立つ研究を

270人が参集した成果発表会

野俣水産研究本部長

8


